
三重大学の目標 三重から世界へ 地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す。
～人と自然の調和・共生の中で～

社会貢献の目的 教育と研究を通じて地域作りや地域発展に寄与するとともに、地域社会との双方向の
連携を推進する。

社会連携研究センター

（平成16年度設立）

三重大学の産学連携活動の企画・運
営、知財管理を行う中核機関

地域イノベーション学研究科

(平成21年度設立)

産業界・自治体と連携した人材育成と
技術開発に特化した大学院

地域戦略センター(RASC)

（平成24年度設立）

地域自治体への政策提言と地域活性
化プロジェクトの実行組織

産学官連携の三重大学モデル
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三重大学が取り組んだ地域活性化の事例
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抽出技術（企業・松阪市）+機能性分析（大学）
＝思いもよらない健康成分

Case 1

醸造技術（企業・伊勢市）+新規微生物（大学）
＝世界が認めるクラフトビール

Case 2

水質浄化技術（企業・志摩市）+膜合成（大学）
＝世界から問い合わせの来る水質浄化装置

Case 3

一次産業（農業・津市）+二次産業（製造業・松阪市）
＝次世代エネルギー利用型の
国内最大級植物工場

Case 4

画期的製品・技術を
国内外に展開

地域イノベーション学研究科に地域企業の経営者が
社会人入学して創出した新事業
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三重大学地域戦略センターの活動①

出典： 文部科学省HP 第3期中期目標期間における国立大学法人運営費交付金の在り方に関する検討会（第3回） 配付資料 鈴木委員（三重県知事）から抜粋

三重県と連携したみえライフイノベーション総合特区の構築
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